
日
本
人

の
パ
リ
体
験

「黄
金
の
二
〇
年
代
」
か
ら
世
界
恐
慌

へ
ー

和

田

博

文

.

1

1

「
黄
金
の
一一〇
年
代
」
後
半
と
日
本
人
群
像

一
九
二
九
年

一
〇
月
二
四
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
で
株
価
が
大
暴
落

し
た
。
後
に

「暗
い
金
曜
日
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
日
は
、

一
九
三
三
年
ま
で
続
く

世
界
恐
慌
の
始
ま
り
と
な
る
。
企
業
の
倒
産

と
失
業
者
の
増
大
は
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
に
波
及
し
、
世
界
中
の
資
本
主
義
国

へ
広
が

っ
て
い
っ

た
。
有
利
な
為
替
相
場
の
恩
恵
を
蒙
り
、
パ
リ
を
謳
歌
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
人
た

ち
は
、
続
々
と
帰
国
す
る
。
日
本
人
も
例
外

で
は
な
か
っ
た
。
荻
須
高
徳

『私
の

パ
リ
、
パ
リ
の
私
』
(東
京
新
聞
出
版
局
、

一
九
八
〇
年
)
は
、
大
恐
慌
で
円
が
下

落
し
、

一
九
三
二
年
～
三
一ご
年
頃
に
は
、
日
本
人
留
学
生
や
画
家
が
半
減
し
た
と

回
想
し
て
い
る
。

そ
れ
以
前
の

一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
、
い
わ
ゆ
る

「黄
金
の
二
〇
年
代
」
が

続
い
て
い
た
。
パ
リ
へ
行
く
主
要
ル
ー
ト
は
、
欧
州
航
路
と
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
二

つ
で
あ
る
。
欧
州
航
路
は
、
上
海
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
寄
港
し
、
イ
ン
ド
洋
を
経

て
、
紅
海
か
ら
地
中
海
に
入
る
。
異
国
情
緒
の
変
化
を
ゆ

っ
く
り
味
わ
え
る
ル
ー

ト
だ

っ
た
。
小
寺
健
吉

「巴
里

へ
船
の
旅
」
(『
ア
ト
リ
ヱ
』

一
九
三
〇
年
七
月
)

は
、
日
数
と
費
用
の
関
係
で
、
最
近
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
利
用
者
の
方
が
多
く
な

っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
『西
伯
利
経
由
欧
州
旅
行
案
内
』
(鉄
道
省
運
輸
局
、

一
九
二

九
年
)
に
よ
る
と
、
東
京
～
パ
リ
間
の
料
金
は
、

一
等
が
六
三
〇
円
、
二
等
が
四

三
〇
円
、
三
等
が
二
四
〇
円
。
林
芙
美
子
は

一
九
三

一
年
に
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の

三
等
で
パ
リ
に
向
か

っ
た
。
そ
の
体
験
は
、
『三
等
旅
行
記
」
(改
造
社
、

一
九
三

三
年
)
と
い
う
書
名
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

欧
州
航
路
で
あ
れ
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
あ
れ
、
「黄
金
の
二
〇
年
代
」
に
パ
リ
に
行

き
、
在
住
す
る
日
本
人
数
は
急
増
し
た
。
パ
リ
体
験
を
綴

っ
た
日
本
語
書
籍
が

一

九
二
〇
年
代
に
増
え
る
の
は
、
そ
の
反
映
で
あ
る
。

一
九
二
五
年
に
パ
リ
に
赴

い

た
芹
沢
光
治
良
は
、
パ
リ
大
学
で
貨
幣
論
を
学
ん
だ
。
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
表
情
』

(中
央
公
論
社
、

一
九
五
二
年
)
で
彼
は
、
日
本
人
と
交
際
し
な
け
れ
ば
留
学
は

成
功
す
る
と
末
広
厳
太
郎
に
言
わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
日
本
人
と
付
き
合
わ
な
か

っ
た

が
、
街
中
で
は
よ
く
見
か
け
た
と
回
想
し
て
い
る
。
パ
リ
で
の
数
少
な
い
友
人
の

一
人
は
三
木
清
だ

っ
た
。

一
九
二
四
年
～
二
五
年
に
パ
リ
に
滞
在
し
た
三
木
は
、

大
学
に
は
在
籍
し
て
い
な
い
が
、
パ
リ
大
学
で
哲
学
の
公
開
講
義
を
聴
講
し
て
い

:1
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る
。
三
木
も
街
角
で
、
斎
藤
茂
吉
や
板
垣
鷹
穂
に
偶
然
出
会

っ
た
り
し
た
。

パ
リ
大
学
で
学
ん
だ
日
本
人
は
少
な
く
な
い
。
「
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
男
を
ん
な
の
学

も
だ

生
の
群
に
年
経
つ
ひ
と
り
黙
し
て
」
と
、
九
鬼
周
造
は

「巴
里
心
景
』

(甲
鳥
書

林
、

一
九
四
二
年
)
で
歌

っ
た
。
S

・
K
名
で
こ
の
短
歌
を

「明
星
』
に
発
表
し

た

一
九
二
五
年
に
、
彼
は
す
で
に
三
七
歳

に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
翌
年
に
九
鬼
は

「
「
い
き
』
の
本
質
」
を
書
き
上
げ
る
が
、
ジ

ャ
ン
ーー
ポ
ー
ル

・
サ
ル
ト
ル
は
こ
の

頃
、
彼
の
家
庭
教
師
を
し
て
い
た
。
ド
イ

ツ
で
エ
ド
ム
ン
ト

・
フ
ッ
サ
ー
ル
や
マ

ル
チ
ン

・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
講
義
を
聴
き
、

パ
リ
で
は
ア
ン
リ

・
ベ
ル
グ
ソ
ン
と
語

り
合

っ
た
九
鬼
が
、
帰
国
の
途
に
つ
く
の
は

一
九
二
九
年
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年

代
半
ば
に
パ
リ
大
学
の
別
の
教
室
で
は
、

西
條
八
十
が
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
学
ん
で

い
た
。
隣
接
す
る
コ
レ
ー
ジ
ユ

・
ド

・
フ
ラ
ン
ス
で
、
河
盛
好
蔵
が
フ
ラ
ン
ス
中

世
文
学
を
学
ぶ
の
は

一
九
三
〇
年
初
頭
で
あ
る
。

学
ぶ
べ
き
場
所
は
大
学
だ
け
で
は
な
い
。

一
九
二
五
年
～
二
八
年
と

一
九
三
〇

年
～
三
二
年
に
、
深
尾
須
磨
子
は
パ
リ
を
訪
れ
た
。
パ
リ
性
科
学
協
会
に
入

っ
て

生
物
学
を
研
究
し
、
フ
ル
ー
ト
を
習
い
、
シ
ド
ニ
ー
1ー
ガ
ブ
リ
エ
ル

・
コ
レ
ツ
ト

の
勧
め
で
コ
ン
ト
を
書
く
な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
繰
り
広
げ
る
。
竹
内
勝
太
郎

「西
欧
芸
術
風
物
記
」

(芸
艸
堂
、

一
九
三
五
年
)
に
は
、

一
九
二
八
年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
の
パ
リ
生
活
が
記
さ
れ
た
。
音
楽
会
や
オ
ペ
ラ
、
芝
居
や
演
劇
の
切
符

を
、
い
つ
も
四
～
五
枚
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
、
竹
内
は
悪
か
れ
た
よ
う
に
芸
術
に
触

れ
て
い
く
。
社
会
運
動
に
関
心
を
抱
く
木
村
毅
は
、

一
九
二
九
年
に
日
本
労
農
党

国
際
部
長
と
し
て
パ
リ
を
訪
れ
、
『巴
里
情
痴
伝
』
(千
倉
書
房
、

一
九
三

一
年
)

を
著
し
た
。

一
九
三
〇
年
に
な
る
と
金
子
光
晴
が
パ
リ
に
到
着
し
、

一
足
先
に
来

て
い
た
森
三
千
代
と
合
流
す
る
。
東
南
ア
ジ
ア
～
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
放
浪
は
、
植
民

地
化
に
よ
り
繁
栄
す
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
批
判
的
視
線
を
彼
に
与
え
た
。

パ
リ
在
住
日
本
人
数
が
増
え
れ
ば
、
日
本
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
生
ま
れ
る
。
江

川
佳
秀
編

「年
譜
ー
1
両
大
戦
間
の
パ
リ
に
お
け
る
日
本
人
美
術
家

の
動
向
」
(徳

島
県
立
近
代
美
術
館

・
他
編

『薩
摩
治
郎
八
と
巴
里
の
日
本
人
画
家
た
ち
』
、
共

同
通
信
社
、

一
九
九
八
年
)
に
よ
る
と
、

一
九
二
五
年
か
ら
三
一二
年
ま
で
、
巴
里

週
報
社
か
ら

「巴
里
週
報
」
が
、
二
八
二
冊
出
た
と
い
う
。
図
版
は

一
九
二
九
年

四
月
二
五
日
付
の

「巴
里
新
報
』
第

一
四
九
号
。
紙
名
に
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
の
号
で
、
パ
リ
の
日
本
人
情
報
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
伊
原
宇
三
郎
は
大
作
を

制
作
す
る
た
め
帰
朝
を
延
期
し
た
。
蕗
谷
虹
児
は
五
月
三
日
～

一
八
日
に
ジ

ヴ
ィ
ー
画
廊
で
個
展
を
開
く
。
久
米
正
雄
は
ア
カ
デ
ミ
ー
で
コ
ン
テ
の
練
習
を
し

て
い
て
、
秋
の
サ

ロ
ン
に
出
品
し
た
い
と
張
り
切

っ
て
い
る
。
藤
原
義
江
は
ミ
ラ
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3

ノ
に
出
発
し
た
。
「最
近
来
巴
の
人
々
」
に
は
富
沢
有
為
男
や
相
良
徳
三
の
名
前
も

見
え
る
が
、
こ
の
欄
で
は
、
知
人
の
パ
リ
到
着
を
確
認
で
き
た
。

新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
大
使
館
か
ら
の
通
知

や
広
告
は
、
パ
リ
生
活
に
不
慣
れ
な

日
本
人

の
助
け
に
な

っ
て
い
る
。
「巴
里
大
学
都
市
日
本
学
生
館
学
生
募
集
」
を
見

て
、
多
く
の
若
者
が
大
使
館
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
だ
ろ
う
。
パ
リ
国
際
大
学
都

市
に
日
本
館
が
開
館
す
る
の
は
、
翌
月
の

一
九
二
九
年
五
月
。
薩
摩
治
郎
八
が
出

資
し
、
藤
田
嗣
治
が
壁
画
を
描
い
た
施
設
で
あ
る
。
ベ
ッ
ド

・
化
粧
室

・
暖
房
を

備
え
た
学
生
室
は
六
〇
あ
り
、
朝
食
付
き
で

一
ヵ
月
四
〇
〇
フ
ラ
ン
だ

っ
た
。
ま

た
会
席
仕
出
し
の
富
士
や
日
本
人
会
料
理
部
、
山
崎
清
の
歯
科
医
院
、
日
本
旅
館

の
牡
丹
屋
や
と
き
わ
、
荷
物
運
輸

・
切
符
購
入

・
送
迎
を
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル

・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
の
伊
福
龍
三
郎
、
通
訳
案
内
の
原
木
実

一
な
ど
の
広
告

は
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
不
自
由
な
日
本
人
に
と

っ
て
貴
重
な
情
報
で
あ
る
。

杉
浦
非
水

「平
民
的
な
巴
里
の
味
覚
」
(「
ア
ト
リ
ヱ
』

↓
九
三
〇
年
七
月
)
は
、

凱
旋
門
近
く
の
ト
キ
ワ
で
、
寿
司

・
天
麩
羅

・
鰻
丼

・
豆
腐
な
ど
が
食
べ
ら
れ
る

が
、
日
本
酒
が
ま
ず
く
て
高

い
の
に
は
閉
口
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
杉
浦
に
よ
れ

ば
、
イ
ン
ド
洋
経
由
で
運
ぶ
の
で
、
腐
ら
な

い
よ
う
防
腐
剤
を
入
れ
る
た
め
だ
と

い
う
。
だ
が
味
と
値
段
に
難
点
が
あ

っ
て
も
、
な

つ
か
し

い
故
国
の
味
を
求
め

て
、
日
本
人
は
集
ま

っ
て
き
た
。
林
芙
美
子

『巴
里
の
日
記
』
(東
峰
書
房
、

一
九

四
七
年
)
に
よ
れ
ば
、

一
九
三
二
年
三
月

一
四
日
の
夕
食
は
、
日
本
人
倶
楽
部
の

う
な
ぎ
。
こ
の
と
き
別
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
藤
原
義
江
が
す
き
焼
き
を
味
わ
っ
て

い
る
。
日
本
料
理
店
と
は
、
旧
知
の
日
本
人
と
出
会
い
、
未
知
の
日
本
人
と
知
り

合
う
場
所
で
も
あ

っ
た
。

皿

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
伝
脱

一
九
世
紀
の
世
紀
末
前
後
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
は
画
家
た
ち
の
聖
地
だ

っ
た
。
サ

ク
レ
ク
ー
ル
を
中
心
と
す
る
街
に
は
ア
ト
リ
エ
が
点
在
し
、
黒
猫
な
ど
の
カ
フ
エ

か
ら
は
芸
術
論
が
聞
こ
え
て
き
た
。
し
か
し
内
外
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ
、
観
光

客
相
手

の
経
済
活
動
が
活
性
化
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
こ
は
俗
悪
な
場
所
と
化
し
て

い
く
。
モ
ー
リ
ス

・
ユ
ト
リ
ロ
が
な
お
留
ま
り
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
イ
メ
ー
ジ
を

つ

な
ぎ
と
め
て
い
た
が
、

一
九

一
〇
年
代
に
芸
術
の
中
心
は
、
す
で
に
モ
ン
パ
ル
ナ

ス
に
移

っ
て
い
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
や
ア
ト
リ
エ
、
画
廊
や
画
材
商
も
集
ま

っ
て
く

る
。
カ
フ
ェ
や
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
に
は
、
国
籍
の
異
な
る
画
家
や
文
学
者
や
革
命
家

が
排
徊
し
、
各
国
語
が
飛
び
交

っ
て
い
た
。
「黄
金
の
二
〇
年
代
」
に
、
モ
ン
パ
ル

ナ
ス
は
数

々
の
伝
説
を
生
む
ト
ポ
ス
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
有
名
な
カ
フ
ェ
の
う
ち
、
ド
ー
ム
は

一
八
九
七
年
に
開
店
し

た
。
第

一
次
世
界
大
戦
前
に
亡
命
中
の
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
ーー
イ
リ
イ
チ

・
レ
ー

ニ
ン

は
、
し
ば
し
ば
ド
ー
ム
を
訪
れ
て
い
る
。

一
九
二
三
年

の
改
装
後
は
、
ア
ン
ド

レ

・
ブ
ル
ト
ン
や
ポ
ー
ル

・
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
ら
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
の
姿
が

よ
く
見
ら
れ
た
。
読
売
新
聞
社
第

一
回
パ
リ
文
芸
特
派
員
と
し
て
、

一
九
二
八
年

に
パ
リ
を
訪
れ
た
辻
潤
は
、
ソ
連

の
作
家
イ
リ
ヤ
ーー
グ
リ
ゴ
リ

エ
ビ
チ

・
エ
レ
ン

ブ
ル
グ
と
こ
こ
で
会

っ
て
い
る
。
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
が
午
前
中
、
ド
ー
ム
で
の
執
筆

を
日
課
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も

っ
と
も
通
訳
を
介
し
て
三
〇
分
ほ
ど
会
見

し
た
だ
け
だ
か
ら
、
た
い
し
た
話
は
し
て
い
な
い
。

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
大
通
り
を
は
さ
ん
で
、
ド
ー
ム
と
向
き
合
う
の
が
ロ
ト
ン
ド
。

一
九

=

年
に
開
店
し
た
こ
の
カ
フ
ェ
に
も
、
ロ
シ
ア
人
革
命
家

は
足
跡
を
残
し

一78一
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て
い
る
。
レ
オ
ン

・
ト
ロ
ツ
キ
ー
や
ア
ナ
ト
リ
ー
1ー
ワ
シ
リ
エ
ピ
チ

・
ル
ナ
チ
ャ

ル
ス
キ
ー
が
、
頻
繁
に
通

っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
に
は
隣
の
カ
フ
ェ
・
パ

ル
ナ
ス
を
吸
収
す
る
が
、
パ
ブ

ロ
・
ピ
カ
ソ
や
ジ
ャ
ン

・
コ
ク
ト
ー
も
常
連
だ
っ

た
。
図
版
は
岩
田
豊
雄

『脚
の
あ
る
巴
里
風
景
』
(白
水
社
、

一
九
三

一
年
)
に
掲

載
さ
れ
た
、
阿
部
金
剛

「
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
風
景
」
。
阿
部
は

「冒
画ξ

(或
る
フ
ラ
ン

セ
エ
ズ
と
の
記
録
)」
(
『新
潮
』

一
九
三

一
年

二
月
)
で
ロ
ト
ン
ド
を
、
「お
客
は

大
概
画
家
か
詩
人
か
小
説
家
か
学
生
か
モ
デ
ル
で
、
そ
れ
が
み
ん
な
顔
な
じ
み
に

な
つ
て
贅
沢
で
は
な
い
が
、
清
潔
な
芸
術
的
な
そ
し
て
フ
ア
ミ
リ
ア
な
雰
囲
気
の

す
る
カ
フ
エ
」
だ
と
紹
介
し
て
い
る
。

ロ
ト
ン
ド
に
は
戸
田
海
笛
も
顔
を
見
せ
た

が
、
彼
の
羽
織
袴
の
姿
は
と
て
も
目
立

っ
て
い
た
。

ロ
ト
ン
ド
の
す
ぐ
先
に
セ
レ
ク
ト
が
開
店
す
る
の
は

一
九
二
〇
年
代
半
ば
で
あ

る
。
大
恐
慌
が
訪
れ
る
ま
で
、
こ
こ
は
ア
メ
リ
カ
人
小
説
家
の
拠
点
だ

っ
た
。

ア
ー
ネ

ス
ト
"
ミ
ラ
ー

・
ヘ
ミ
ン
グ

ザ

6
碧》㎡、

ウ

ェ
ー
、

フ
ラ
ン
シ

ス
ーー
ス

コ
ッ

ト

・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ

ェ
ラ
ル
ド
、

ヘ
ン

リ
ー

・
ミ
ラ
ー
ら
、

一
九
二
〇
年
代

～
三
〇
年
代
を
代
表
す
る
小
説
家
た

ち
が
出
入
り
し
て
い
る
。

一
九
二
八

年
に
パ
リ
に
渡

っ
た
竹
中
郁
は
、
午

後
三
時
か
ら
の
語
学
学
校

の
授
業

の

前
に
、
セ
レ
ク
ト
の
テ
ラ
ス
か
ら
、

文
学
者
や
画
家
や
往
来
の
人

々
を
眺

め
る
の
を
習
慣
に
し
て
い
た
。
『象
牙
海
岸
』

(第

一
書
房
、

一
九
三
二
年
)
に
収

ひ

よ
け

録
し
た

「
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
雨
」
で
、
竹
中
は
こ
う
歌

っ
て
い
る
。
「日
覆
を
つ
た

ギ
マ
ツ
ソ
ン

キ
キ
フ
エ
ノ
ワ
ア

ふ
雨
の
滴
に
、
気
ま
ぐ
れ
な
、
は
や
日
が
光
る
。
/

「給
仕
、
珈
瑳
黒
だ
。
」
/

キ
ギ
フ
ェ

珈
瑳
の
コ
ツ
ブ
を
の
ぞ
き
こ
む
と
、
顔
が
あ
る
、
肩
が
あ
る
、
空
が
あ
る
。
こ
ん

な
ち
よ
つ
と
し
た
世
界
の
片
隅
に
さ

へ
、
退
屈
に
歪
ん
だ
僕
を
み
つ
け
る
の
は
た

ま
ら
な
い
」
と
。

一
九
二
七
年
に
な
る
と
ド
ー
ム
の
並
び
に
ク
ー
ポ
ー
ル
が
開
店
し
た
。
フ
ェ
ル

ナ
ン

・
レ
ジ

ェ
や
モ
イ
ー
ズ

・
キ
ス
リ
ン
グ
の
作
品
が
柱
を
飾
り
、
バ
ー
や
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
た
、
豪
華
な
こ
の
店

の
開
店
祝

い
に
は
、

一

五
〇
〇
人
が
招
待
さ
れ
た
と

い
う
。
柳
亮

『巴
里
す
う
ぶ
に
い
る
』
(昭
森
社
、

一

九
三
六
年
)
に
、
こ
こ
の
パ
ー
の
情
景
が
出
て
く
る
。
止
ま
り
木
で
エ
レ
ン
ブ
ル

グ
は
黙

々
と
酒
を
飲
み
、
テ
ー
ブ
ル
の

一
隅
で
マ
ン

・
レ
イ
が
眼
を
ギ
ロ
ギ
ロ
さ

せ
て
い
る
。
ア
ン
ド
レ

・
ド
ラ
ン
は
妻
同
伴
で
訪
れ
、
ブ
ル
ト
ン
は
い
つ
も
熱
心

に
何
か
を
論
じ
て
い
た
。
彼
ら
常
連
た
ち
に
は
、
独
特
の
習
性
が
あ
る
。

一
定
の

時
刻
に
姿
を
現
す
が
、
い
つ
も
の
場
所
が
塞
が

っ
て
い
る
と
、
す
ぐ
に
引
き
上
げ

て
し
ま

っ
た
。

カ
フ
ェ
で
は
な
く
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
だ
が
、

一
九
二
〇
年
代
半
ば
の
ジ
ョ
ッ
キ
ー

も
、
伝
説
を
生
む
ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
た
。
こ
こ
に
出
入
り
し
て
い
た
ア
リ
ス

・
プ
ラ

ン
は
、
著
名
画
家
が
描
く
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
モ
デ
ル
と
な
り
、
マ
ン

・
レ
イ
と
暮
ら

し
始
め
る
。
い
わ
ゆ
る

「
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
キ
キ
」
で
あ
る
。
松
尾
邦
之
助
が
藤

田
嗣
治
を
初
め
て
見
た
の
も
ジ
ョ
ッ
キ
ー
だ

っ
た
。
『
フ
ラ
ン
ス
放
浪
記
』
(鱒
書

房
、

一
九
四
七
年
)
に
よ
れ
ば
、

一
九
二
五
年
頃
に
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
大
通
り
を
散

_77
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5

歩
し
て
い
る
と
、
「
フ
ジ
タ
が
踊

つ
て
ゐ
る
」
と
連
れ
の
女
性
が
言
う
。
中
を
覗
く

と
八
畳
ほ
ど

の
狭
い
空
間
で
、
数
十
人
の
男
女
が
芋
を
洗
う
よ
う
に
踊

っ
て
い

た
。
芋
と
芋
の
間
に
、
時
々
フ
ジ
タ
の
お
か
っ
ぱ
頭
が
覗
い
て
い
る
。
松
尾
に
芋

と
見
え
た
の
は
、
ジ

ュ
ー
ル

・
パ
ス
キ
ン
や
キ
ス
リ
ン
グ
、
ル
イ

・
ア
ラ
ゴ
ン
や

コ
ク
ト
ー
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
カ
フ
ェ
や
ナ
イ
ト
ク

ラ
プ
を
舞
台
と
す
る
数
々
の
伝
説
に
、

直
接
関
与
し
て
名
前
を
残
し
た
日
本
人
は
、
藤
田
嗣
治
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
図
版
は

且
o
】)
o
一目
旨
「〇
五
番
地
の
、
藤
田
が
暮
ら
し
た
ア
パ
ー
ト
に
付
け

ら
れ
た
プ
レ
ー
ト
で
、

一
九

一
七
年
～
二
四
年
に
居
住
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

プ
レ
ー
ト
の
存
在
は
、
彼
の
国
際
的
知
名
度
の
高
さ
の
反
映
だ
ろ
う
。
だ
が

「黄

金
の
二
〇
年
代
」
に
は
少
な
か
ら
ぬ
日
本
人
青
年
が
、
同
じ
空
聞
を
共
有
し
、
美

術
や
文
学
に
、
哲
学
や
思
想
に
、
思
い
を
馳
せ
て
い
た
。
文
化
も
言
葉
も
異
な
る

パ
リ
で
、
彼
ら
が
悩
み
格
闘
し
な
が
ら
作
り
出
し
た
様

々
な
も
の
は
、
や
が
て
日

本
現
代
文
化
の
実
質
に
転
化
し
て
い
く

の
で

あ
る
。

購

/

皿

工
〒

ル

・
ド
・
パ
リ
の
饗

灘

鮨

驚

篶

,

印
象
派
以
隣

パ
リ
は
芸
術
家
の
都
と
目

ざ 。㌧誘 ℃寧 託'終翔齢
sa:

てセぶ

…磯騨 難 …:懸

驚 驚繋lll

曝1蘇㌶灘綜

さ
れ
、
世
界
各
国
か
ら
美
術
を
志
す
青
年
た

ち
が
集

ま
る
都
市
に
な

っ
た
。
第

一
次
世
界

大
戦
と

第
二
次
世
界
大
戦

の
は
ざ
ま
で
、
パ

リ
の
外

国
人
画
家
の
活
躍
を
象
徴
的
に
示
す

の
が
、

エ
コ
ー

ル

・
ド

・
パ
リ
で
あ
る
。
そ

の
中
心
に

い
た

の
は
、
キ
ス
リ
ン
グ

(ポ
ー
ラ
ン
ド
)、

マ
ル
ク

・
シ
ャ
ガ
ー
ル

(ロ
シ
ア
)
、
ハ
イ
ム

・
ス
ー
チ

ン

(リ
ト
ア
ニ
ア
)
、
パ
ス
キ

ン

(ブ

ル
ガ
リ

ァ
)
、
ア
メ
デ
ー
オ

・
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
二

(イ
タ
リ
ア
)
、
そ
し
て
藤
田
嗣
治
だ

っ

た
。
藤
田
以
外
は
す
べ
て
ユ
ダ
ヤ
系
の
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
生
地
か
ら
遠
く
離

れ
た
パ
リ
で
、
多
く
は
貧
し
い
生
活
を
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か
っ
て
い

た
。エ

コ
ー
ル

・
ド

・
パ
リ
は
、
表
現
主
義
的
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
し
て
も
、
特
定

の
イ
ズ
ム
や
方
法
を
共
有
し
て
い
な
い
。
エ
コ
ー
ル
の
実
体
は
、
哀
愁
や
不
安
を

抱
え
た

エ
ト
ラ
ン
ジ

ェ
の
、
単
独
者
と
し
て
の
個
人
個
人
だ

っ
た
。
藤
田
嗣
治

『巴
里
の
横
顔
」
(実
業
之
日
本
社
、

一
九
二
九
年
)
は
、
パ
リ
で
グ
ル
ー
プ
を
作

る
日
本
人
画
家

の
大
部
分
が
、
「教
は
つ
た
通
り
を
描

い
て
ゐ
る
と
い
ふ
風
だ
か

ら
、
将
来

の
大
成
は
望
ま
れ
な

い
」
と
述
べ
、
「自
分
の
派
を
開
く
や
う
で
な
け
れ

ば
駄
目
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
キ
キ
を
モ
デ
ル
に
し
た
裸
体
画
の
、
乳
白
色
の
マ

チ
エ
ー
ル
で
名
声
を
決
定
付
け
て
か
ら
、
す
で
に
九
年
が
経
過
し
て
い
た
。
た
だ

エ
コ
ー
ル

・
ド

・
パ
リ

(パ
リ
派
)
と
い
う
呼
称
は
、
曖
昧
さ
ゆ
え
に
、
概
念
の

拡
張
も
可
能
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
自
ら
が

エ
ト
ラ
ン
ジ

ェ
の

一
人
と
し

て
そ
こ
に
連
な
る
幻
想
を
、
可
能
に
す
る
輝
き
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

パ
リ
で
高
い
評
価
を
得
た
藤
田
嗣
治
は
、
他
の
日
本
人
の
パ
リ
体
験
記
に
よ
く

顔
を
覗
か
せ
る
。
パ
リ
を
目
指
す
画
家
た
ち
に
は
、
彼

へ
の
憧
憬
も
反
発
も
あ
っ

た
。
荻
須
高
徳
は

一
九
二
七
年
に
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し
て
パ
リ
に
渡
る
。

『私

の
パ
リ
、
パ
リ
の
私
』
に
よ
る
と
、
荻
須
が
ま
ず
赴

い
た
の
は
、
モ
ン
パ
ル

ナ
ス
大
通
り
に
あ
る
佐
伯
祐
三
の
ア
ト
リ
エ
で
あ
る
。
図
版
は
ア
ト
リ
エ
が
あ
っ

一76一



6和田 日本人のパリ体験 一「黄金の二〇年代」から世界恐慌ヘ ー

た
、
守

巳
o
≦
a

二
唱
=
8
6
日
富
沼
〇

一
六
二
番
地
の
ア
パ
ー
ト
。
中
山
魏
や
川

口
軌
外
も
、
よ
く
そ
こ
に
集
ま

っ
て
き
た
。
や
が
て
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
り
、
藤
田

や
薩
摩
治
郎
八
を
中
心
に
、
数
十
人
で
大

騒
ぎ
を
す
る
。
そ
の
と
き
荻
須
は
、
佐

伯
が
付
き
合

っ
て
い
る
画
家
が

一
人
も
来

て
い
な

い
こ
と
に
気
づ

い
た
。
「パ
リ

に
す
む
日
本
人
画
家
の
世
界
に
は
二
つ
の
流
れ
」
が
あ

っ
た
と
荻
須
は
記
し
て
い

る
。轡

…

ギ
/

峨

綴
葬

・
ぜ
凋

蓮

'

.
韓簸

響磯糠

欝

撫
騨

臨

桝 … 轟
ドき

1妻響 難 、
錘 輪 鞭こ
も
斉,筒 ＼

繊 講
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一

評

一
九
二
六
年
に
い
っ
た
ん
帰
国
し
た
佐
伯
祐
三
は
、
そ
の
翌
年
に
再
渡
仏
す

る
。
イ
ー
ゼ
ル
を
担

い
で
パ
リ
の
街
角
を
歩
き
、
パ
ン
テ
オ
ン
や
リ
ュ
ク
サ
ン

ブ
ー
ル
公
園
、
坂
道

や
広
告
や
ガ
ス
灯
を
、
彼
は
精
力
的
に
描

い
た
。
中
山
魏

「佐
伯
の
第
二
次
渡
仏
」
(
『画
集
佐
伯
祐
三
』

一
九
三
〇
年
協
会
、

一
九
二
九
年
)

は
、
佐
伯
が

「焦
り
過
ぎ
て
」
い
た
と
回
想
し
て
い
る
。
「燃
え
る
昂
奮
状
態
」

の
彼
は
、
小
雨
の
中
で
も
制
作
し
、

一
九

二
八
年
三
月
に
は
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て

喀
血
し
た
。
結
核
に
加
え
て
、
精
神
状
態
も
悪
化
し
、
八
月
に
パ
リ
郊
外
の
精
神

病
院
で
客
死
し
て
い
る
。
横
光
利

一
は

「最
後
の
絵
」
(『山
本
発
次
郎
氏
所
蔵
佐

伯
祐
三
遺
作
展
覧
会
目
録
』
東
京
府
美
術
館
、

一
九
三
七
年
)
で
、
パ
リ
滞
在
中

の
画
が

「危
機
の
上
」
に
成
立
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

一
九
二
〇
年
代
後
半
の
パ
リ
は
、
多
く
の
日
本
人
画
家
を
招
き
寄
せ
た
。
こ
の

時
代
に
パ
リ
で
た
び
た
び
開
か
れ
る
日
本
人
展
は
、
彼
ら
の
活
動
の
証
し
で
あ

る
。

一
九
二
五
年
の
第

一
回
在
巴
里
日
本
人
美
術
家
展
に
は
四

一
人
が
六
二
点

を
、
翌
年
の
第
二
回
展
に
は
六
三
人
が

一
二
九
点
を
出
品
し
た
と
い
う
。
ま
た
薩

摩
治
郎
八
と
福
島
繁
太
郎
の
資
金
提
供
で
、

一
九
二
八
年
に
日
本
美
術
大
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
、
五
四
人
の

一
四
四
点
が
展
示
さ
れ
た
。
気
運
の
盛
り
上
が
り
は
こ

の
年
に
、
巴
里
日
本
美
術
協
会
結
成
を
決
定
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
翌
年
に
な
る
と

内
部
対
立
が
表
面
化
し
て
、
巴
里
日
本
美
術
協
会
と
仏
蘭
西
日
本
美
術
家
協
会
に

分
か
れ
て
し
ま

っ
た
。
ち
な
み
に

一
九
二
九
年
の
第
二
回
巴
里
日
本
美
術
協
会
展

(福
島
展
)
に
は
三

一
人
が
三
五
点
を
、
仏
蘭
西
日
本
美
術
家
協
会
パ
リ

一
回
展

(薩
摩
展
)
に
は
四
九
人
が

=

四
点
を
出
品
し
て
い
る
。

後
に
美
術
評
論
家
と
し
て
活
躍
す
る
柳
亮
も
、
こ
の
流
れ
の
中
に
身
を
お
い
て

い
た
。

一
九
二
四
年
に
渡
仏
し
た
柳
は
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
付
属
研
究
所
の
ジ
ャ

モ
ー
教
室
で
西
洋
絵
画
史
を
学
ぶ
。

一
九
二
八
年
四
月
に

『巴
里
芸
術
通
信
』
(後

に

『巴
里
通
信
』
と
改
題
)
を
創
刊
し
た
柳
は
、
藤
田
を
会
長
に
据
え
た
仏
蘭
西

日
本
美
術
家
協
会
の
常
務
理
事
と
な

っ
た
。
彼
は

一
九
三

一
年
に
帰
国
し
、
そ
の

五
年
後
に
パ
リ
時
代
を
回
想
し
て

『巴
里
す
う
ぶ
に
い
る
』
を
ま
と
め
る
。
そ
こ

に
は
藤
田
の
柳
の
顔
の
ス
ケ

ッ
チ
と
、
有
島
生
馬
、
林
武
、
三
雲
祥
之
助
、
中
西

一75一
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利
雄
、
峰
岸
義

一
、
田
中
行

一
、
高
畠
達
四
郎
、
清
水
多
嘉
示
、
向
井
潤
吉
、
松

田
康

}
、
岡
田
謙
三
、
島
崎
鶏
二
、
中
村
研

一
、
山
本
豊
市
、
佐
藤
敬
が
パ
リ
を

描
い
た
挿
絵
が
収
載
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
パ
リ
で
過
ご
し
た
二
〇
代
の
日
々
の
、

文
字
通
り
の
思
い
出
で
あ
り
、
記
念
品
で
も
あ

っ
た

V

シ

ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
日
本
へ
の
波
動

一
九
二
〇
年
代
前
半
に
パ
リ
で
開
始
さ
れ

た
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
、
二
〇

年
代
後
半
に
美
術
の
領
域

で
活
性
化
す
る
。

一
九

二
五
年
に
開
か
れ
た
最
初
の

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
に
は
、
ハ
ン
ス

・
ア
ル
ブ
や

マ
ッ
ク
ス

・
エ
ル
ン
ス

ト
、
ジ

ョ
ル
ジ
オ

・
デ

・
キ
リ
コ
や
パ
ウ
ル

・
ク
レ
ー
、
ピ
カ
ソ
や
ア
ン
ド
レ

・

マ
ッ
ソ
ン
、

マ
ン

・
レ
イ
や
ジ
ョ
ア
ン
・
ミ

ロ
が
顔
を
揃
え
た
。

一
九
二
八
年
に

は
ブ
ル
ト
ン
が

「
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
』
を
ま
と
め
る
。
こ
の
年
に
は

サ
ル
バ
ド
ー
ル

・
ダ
リ
が
パ
リ
に
到
着
し
て
、
陣
営
は
厚
み
を
増
し
た
。
他
方

で

二
〇
年
代
後
半
は
、
政
治
性
を
強
め
る
時
期

で
も
あ
る
。

一
九
二
六
年
に
は
政
府

の
モ
ロ
ッ
コ
で
の
植
民
地
政
策
に
対
し
て
、
反
戦
運
動
を
起
こ
し
た
。
そ
の
三
年

後
、
ブ
ル
ト
ン
は
シ
ユ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第

二
宣
言
を
発
表
し
て
、
運
動
は
新
た

な
展
開
を
迎
え
る
。
「シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
も

『革
命
の
た
め
の
シ
ュ
ー

ル
レ
ア
リ
ス
ム
』
と
誌
名
が
変
わ
る
。

一
九
三
〇
年
代
前
半
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ

ス
ム
と
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
の
確
執
の
ド
ラ
マ
は
、
そ
の
先
に
現
れ
て
く
る
の
で
あ

る
。阿

部
金
剛
が
パ
リ
に
赴
く
の
は

一
九
二
六
年
。
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
あ
る
ア
カ
デ

ミ
ー

・
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
ア
カ
デ
ミ
ー

・
ラ
ン
ソ
ン
で
学
ん
だ
。
中
村
恒
夫

『巴
里

画
壇
の
全
貌
』
(崇
文
堂
出
版
部
、

一
九
三
四
年
)
に
よ
る
と
、
前
者
で
学
ん
だ
研

究
生
は
六
万
人
を
数
え
る
と
い
う
。
黒
田
清
輝
、
中
村
不
折
、
石
井
柏
亭
、
岡
田

三
郎
助
、
梅
原
龍
三
郎
も
こ
こ
で
学
ん
だ
。
阿
部
は
岡
田
に
師
事
し
た
か
ら
、
研

究
所
の
情
報
も
得
て
い
た
だ
ろ
う
。
後
者
の
絵
画
科
で
は
ロ
ジ
ェ
・
ビ
シ
・エ
ー
ル

の
指
導
を
受
け
た
。

一
九
二
七
年
に
帰
国
し
た
阿
部
は
、
そ

の
翌
年
に
帰
国
す
る

東
郷
青
児
や
、
古
賀
春
江
と
共
に
、

一
九
二
九
年
の
二
科
展
に
出
品
し
、
日
本

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
の
第

一
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
出
す
。
『シ
ュ
ー
ル
レ
ア

リ
ズ
ム
絵
画
論
一
(天
人
社
、

一
九
三
〇
年
)
や

『阿
部
金
剛
画
集
』
(第

一
書
房
、

一
九
三

一
年
)
を
刊
行
す
る
な
ど
、
活
動
は
精
力
的
だ

っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
の
日
本
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
福
沢

一
郎
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
に
福
沢
は
、
西
條
八
十
や
柳
沢
健
と
同
船
で
パ
リ
に

到
着
し
、
佐
伯
祐
三
や
森
口
多
里
ら
と
親
交
を
結
ん
だ
。
「自
叙
伝
」
(「
ア
ト
リ

ヱ
』

一
九
五
〇
年
二
月
)
に
よ
れ
ば
、
パ
リ
に
滞
在
し
て
五
年
ほ
ど
し
て
か
ら
、

シ
ユ
冨
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
共
鳴
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
福
沢
は

一
九
ゴ
ニ

年
に
帰
国
す
る
が
、
同
年
の
独
立
美
術
協
会
第

一
回
展
で
特
別
陳
列
さ
れ
た
三
七

点
の
作
品
に
は
、

コ
ラ
ー
ジ

ュ
技
法
が
見
ら
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
そ
の

ほ
ぼ
半
数
は
、
『福
沢

一
郎
画
集
』

(美
術
工
芸
会
、

一
九
三
一二
年
)
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
理
論
的
な
見
解
は
、
『シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
』

(ア
ト
リ
エ
社
、

一
九
三

七
年
)
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

一
九
三
〇
年
に
パ
リ
で
、
峰
岸
義

一
は
小
城
基
や
松
尾
邦
之
助
と
相
談
し
、
第

三
形
而
同
盟

(後

の
巴
里

・
東
京
新
興
美
術
同
盟
)
を
結
成
す
る
。
盟
友
に
は
、

キ
リ
コ
や
シ
ャ
ガ
ー
ル
、
ピ
カ
ソ
や
ブ
ル
ト
ン
が
名
を
連
ね
た
。
峰
岸
ら
は
そ
の

一?4一
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二
年
後
に
、
日
本
で
巴
里

・
東
京
新
興
美
術

展
を
開
き
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム

を
含
む
パ
リ
の
前
衛
絵
画
を
公
開
す
る
。
こ
れ
は
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
を

ま
と
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
日
本
最
初

の
展
覧
会
と
な

っ
た
。

一
九
三
〇
年
に
は
岡
本

一
平
、
岡
本
か
の
子
、
岡
本
太
郎
も
パ
砿
の
土
を
踏
ん

で
い
る
。
岡
本
太
郎
は
パ
リ
大
学
で
哲
学
や
社
会
学
を
学
び
、

一
九
三
九
年
に
民

族
学
科
を
卒
業
し
た
。
そ
の
間
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
て
、
純
粋

抽
象
か
ら
新
具
体
主
義
に
進
み
、

一
九
三
七
年
に
は

「傷
ま
し
き
腕
」
を
サ

ロ

ン

・
デ

・
シ
ュ
ー
ル
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
に
出
品
す
る
。

一
九
三
〇
年
代
後
半
は
、

シ

ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
が
国
際
的
に
広
が
る
時
期
に
当
た

っ
て
い
る
。
こ
の

画
は
ブ
ル
ト
ン
に
評
価
さ
れ
、

一
九
三
八
年

に
パ
リ
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
国

際
展
で
展
示
さ
れ
た
。

バ
リ
で
日
本
人
に
刺
激
を
与
え
た
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
、
美
術
だ
け
で
は

な

い
。

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら

一
九
三
〇
年
に
か
け
て
、
前
衛
映
画
の

一
翼
を

形
成
す
る
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
映
画
が
次

々
と
制
作
さ
れ
た
。

一
九
二
七
年
に

は
ジ

ェ
ル
メ
ー
ヌ

・
デ
ュ
ラ
ッ
ク

「貝
殻
と
僧
侶
」
が
、
二
八
年
に
は
マ
ン

・
レ

イ

「
ひ
と
で
」
が
、

一
九
二
九
年
と
三
〇
年

に
は
ル
イ
ス

・
ブ
ニ
ュ
エ
ル
と
ダ
リ

が
共
同
製
作
し
た

「
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
犬
」
「黄
金
時
代
」
が
完
成
す
る
。
柳
亮

『巴
里
す
う
ぶ
に
い
る
』
は
、
前
衛
映
画
劇
場
も
増
え
て
き
て
、

ユ
ル
ス
リ
ン
、

コ
ロ
ン
ビ

エ
座
、
シ
ネ

・
ラ
タ
ン
、
2
8
、
デ
イ
ア
マ
ン
な
ど
に
観
客
が
集
ま

つ

た
と
記
し
て
い
る
。

一
九
二
八
年
か
ら
ほ
ぼ
二
年
間
、
小
磯
良
平
と
共
に
パ
リ
で
過
ご
し
た
竹
中
郁

も
、
観
客
席
で
目
を
輝
か
せ
た

一
人
だ

っ
た
。
パ
リ
で
竹
中
は
、
音
楽
会
や
詩
の

朗
読
会
に
出
掛
け
、
精
力
的
に
芸
術
を
吸
収
し
よ
う
と
す
る
。
ル
ー
ブ
ル
美
術
館

で
は
熱
心
さ
に
係
員
が
感
心
し
、
以
後
は
無
料
に
な
っ
た
と

い
う
。

ロ
ベ
ー
ル

・

デ
ス
ノ
ス
の
詩
を
映
画
化
し
た

「
ひ
と
で
」
は
、
シ
ネ

・
ポ
エ
ム
と
呼
ば
れ
た
。

そ
の
映
像
に
感
動
し
た
竹
中
は
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
マ
ン

・
レ
イ
宅
を
訪
問
し
て

い
る
。
マ
ン

・
レ
イ
か
ら
刺
激
を
受
け
た
竹
中
は
、
シ
ナ
リ
オ
の
形
式
を
取
り
込

ん
だ
、
シ
ネ

・
ポ
エ
ム
の
詩
を
書
く
。
シ
ネ

・
ポ
エ
ム
の
実
験
は
、
日
本

モ
ダ
ニ

ズ
ム
詩
の

一
形
式
と
な
っ
た
。

V

パ
リ
の
エ
ロ

・
グ
ロ

・
イ
メ
ー
ジ
と
十
五
年
戦
争
の
開
始

叢
書

・
世
界
大
都
会
尖
端
ジ
ャ
ズ
文
学
の
刊
行
が
、

一
九
三
〇
年
に
改
造
社
か

ら
開
始
さ
れ
た
。
都
市
名
と
音
楽
を
組
み
合
わ
せ
て
書
名
と
し
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ

に
、
パ
リ
は
二
冊
含
ま
れ
て
い
る
。

ブ
イ
リ
ッ
プ

・
ス
ー
ポ
ウ
、

フ
ラ
ン
シ
ス

・

ミ
オ

マ
ン
ド
ル

『
モ
ン

・
パ
リ
変
奏
曲

・
カ
ジ
ノ
一
と
、
シ
イ
ー

・
ア
ン
ド
リ
ゥ

ス

『組
曲

・
グ
ロ
テ
ス
ク
巴
里
一
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
パ
リ
の
と
い
う

よ
り
日
本
の
時
代
相
を
映
し
て
い
た
。
喜
多
壮

一
郎
監
修

『モ
ダ
ン
用
語
辞
典
』

(実
業
之
日
本
社
、

一
九
三
〇
年
)
は
、
「グ
ロ
テ
ス
ク
」
が

「普
通
に
は
怪
奇
的

な

の
意
」
で
、
「グ

ロ
と

エ
ロ
は

一
九
三
〇
年

の
寵
児
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い

る
。タ

イ
ト
ル
に
エ
ロ
・
グ
ロ
を
冠
し
た
書
籍
は
、
こ
の
時
期
に
多

い
。
鈴
木
秀
三

郎

『
エ
ロ
・
グ

ロ
・
巴
里
』
(平
凡
社
、

一
九
三
〇
年
)
は
そ
の
典
型
だ
ろ
う
。
「自

序
」
に
よ
れ
ば
彼
は
、

一
九

二
八
年
～
二
九
年
に
新
聞
記
者
と
し
て
見
聞
し
た

「巴
里
明
暗
の
世
相
」
を
、
こ
の
本
に
綴

っ
た
と

い
う
。
だ
が
こ
こ
に
書
か
れ
た

一73一
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の
は
世
相
だ
け
で
は
な
い
。

一
九
世
紀
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
頭
に
、
画
家
や
詩

人
や
音
楽
家
が
集
ま
る
キ
ャ
バ
レ
ー
や
カ
フ

ェ
が
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
に
は
い
く

つ

も
あ

っ
た
。
会
員
制
の
店
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
黒
猫
や
、
ウ
サ
ギ
の
絵
が
目
印

の
ラ
パ
ン

・
ア
ジ
ル
の
、
歴
史
や
物
語
を
鈴
木
は
紹
介
し
て
い
る
。
両
大
戦
間
の

作
曲
家
ア
ル
テ
ユ
ー
ル

・
オ
ネ
ゲ
ー
ル
は
、

一
九
二
一二
年
に
機
関
車
へ
の
賛
美
を

音
楽
化
し
た

「パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ニ
三

二

を
書

い
た
。
そ
の
五
年
後
に
開
か
れ

た
、
演
奏
会
の
様
子
も
記
さ
れ
て
い
る
。
パ
リ
の
文
化
を
、
軽
や
か
な
文
体
で
エ

ロ
テ
ィ
ッ
ク
に
包
み
込
む
こ
と
が
、
こ
の
本

の
コ
ン
セ
プ
ト
だ

っ
た
。

瀧
本
二
郎
、
マ
ダ
ム

・
ブ
レ
ス
ト

『夜

の
倫
敦
巴
里
紐
育
』
(欧
米
旅
行
案
内

社
、

一
九
二
九
年
)
で
は
、
目
次
で
エ
ロ

・
グ
ロ
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
。
こ

の
本
は
三
都
の
昼
と
夜
を
紹
介
し
て
い
る
。

パ
リ
に
限
定
す
る
と
、
昼
が
約
八
〇

頁
あ
る
の
に
対
し
て
、
夜
は
二
〇
頁
弱
。
ホ
テ
ル

・
交
通
機
関

・
娯
楽

・
劇
場

・

買
い
物

・
一
週
間
見
物
モ
デ
ル
な
ど
、
実
用
的
な
情
報
が
前
者
に
は
盛
り
込
ま
れ

た
が
、
そ
れ
ら
は
目
次
化
さ
れ
て
い
な
い
。

目
次
に
記
載
さ
れ
た
の
は
後
者
で
、

「オ
ペ
ラ
座
前
十
字
街
の
女
郎
屋
ガ
イ
ド
」

「活
動
写
真
館
内
の
キ
ツ
ス
自
由
席
」

「入
墨
女
と
米
国
兵
士
」
な
ど
の
小
見
出
し
が
並
ん
で
い
る
。
旅
行
案
内
書
と
し

て
書
か
れ
た
は
ず
の
本
は
、
書
名
と
目
次
で

エ
ロ

・
グ
ロ
の
衣
装
を
ま
と
い
、
書

店
に
送
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

酒
井
潔

『巴
里
上
海
歓
楽
郷
案
内
』
(竹

酔
書
房
、

一
九
三
〇
年
)
の
場
合
に

も
、
同
じ
現
象
が
起
き
て
い
る
。
第

一
編

「巴
里
の
歓
楽
郷
」
は
約

一
四
〇
頁
、

第
二
編

「
巴
里
の
真
相
」
は
約
八
〇
頁
。
前
者
で
歓
楽
郷
の
こ
と
ば
か
り
書
き
立

て
た
の
で
、
「案
外
勤
勉
努
力
、
創
意
に
富

ん
だ
、
巴
里
人
の
健
全
な
る
近
代
生

活
」
を

「真
相
」
と
し
て
付
け
加
え
た
と
、
酒
井
は
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
目
次

で
は
、
前
者
の
章
節
に
五
頁
以
上
割

い
た
の
に
、
後
者
は
わ
ず
か

一
行
。
「
お
抱

ヘ
ダ
ン
サ
ー
の
役
目
」
「秘
密
の
饗
宴
を
覗
く
」
「変
態
露
出
狂
」
「素
人
淫
売
」

な
ど
の
文
字
が
踊
る
目
次
を
見
て
、
読
者
は
本
を
購
入
し
た
。
本
の
企
画
は
、
こ

の
目
次
の
ア
イ
デ
ア
を
得
た
と
き
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

平
凡
社
か
ら
は
世
界
猟
奇
全
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
第
四
巻
は
マ
リ
イ
ズ

・

シ
ヨ
ワ
ジ
イ

『巴
里
の
ど
ん
底
』
(
一
九
三
〇
年
)
で
、

ユ
キ

・
フ
ジ
タ
に
捧
げ
ら

れ
た
。
訳
者
の
高
橋
邦
太
郎

「読
者
諸
君
の
た
め
に
」
に
よ
れ
ば
、
公
娼

・
私
娼

を
問
わ
ず
、
パ
リ
の
娼
婦
た
ち
の
実
情
調
査
報
告
と
し
て
、
こ
の
本
は
書
か
れ
て

い
る
。
面
白

い
の
は
翻
訳
中
に
、
明
治
三
〇
年
代
刊
行
の
長
田
秋
濤

『世
界
の
魔

公
園
』
や
ジ

ュ
ジ
ャ
ド
レ
エ

『巴
里
公
娼
論
』
は
参
考
に
な

っ
た
が
、
「最
近
エ

ロ
、
グ
ロ
全
盛
時
代
に
、
毎
日
の
や
う
に
刊
行
せ
ら
れ
る
幾
多
の
巴
里
歓
楽
境
案

内
書
の
如
き
何
の
参
考
に
も
な
ら
な
か
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一

九
三
〇
年
前
後
の
日
本
で
、
パ
リ
の
エ
ロ

・
グ
ロ

・
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
い
く

本
た
ち
は
、
デ
ー
タ
や
そ
の
分
析
に
無
関
心
だ

っ
た
。

一
九
二
九
年
～
三
三
年
に
世
界
恐
慌
が
到
来
す
る
。
そ
の
初
期
に
フ
ラ
ン
ス
は

ま
だ
、
経
済
力
を
維
持
し
て
い
た
。

一
九
二
八
年
に
フ
ラ
ン
平
価
を
五
分
の

一
に

切
り
下
げ
て
、
金
本
位
制
に
復
帰
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
母
国
の
経
済
基

盤
に
依
存
し
て
い
た
、
パ
リ
の
エ
ト
ラ
ン
ジ

ェ
た
ち
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
か

っ

た
。
日
本
の
読
者
が
パ
リ

の
エ
ロ
・
グ
ロ

・
イ
メ
ー
ジ
を
消
費
し
て
い
た
頃
、

「黄
金

の
二
〇
年
代
」
の
饗
宴
に
は
幕
が
引
か
れ
る
。
世
界
恐
慌
は

一
九
三
〇
年

に
日
本
に
も
波
及
し
、
昭
和
恐
慌
を
引
き
起
こ
し
た
。

一
九
三

一
年
に
な
る
と
、
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関
東
軍
が
柳
条
湖
付
近
の
満
鉄
線
路
を
爆
破

し
、
満
州
事
変
が
始
ま
る
。
そ
の
翌

年
に
満
州
国
建
国
宣
言
が
出
て
、
日
本
は
十

五
年
戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
雪
崩
れ

て
い
っ
た
。
他
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、

一
九
三
二
年
の
ド
イ
ツ
総
選
挙
で
、
ナ
チ

ス
党
が
第

}
党
と
な
り
、
世
界
再
分
割

へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
。
日
本
人
の
パ
リ

体
験
と
そ
の
意
味
は
、
「黄
金
の
二
〇
年
代
」
と
は
異
な
る
、
新
た
な
様
相
を
見
せ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

平
成

13
年

9
月

7
日
原
稿
受
理

.
文
学
部
国
文
学
科
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